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4. 生活圏の検討 

4.1  都市圏分析の手法検討 

各都県市が実施したケーススタディ結果を踏まえ、PT データを用いた人々の活動

範囲を捉えるための分析項目や分析方法を体系化したうえで、生活圏の範囲を検討

するための視点及び、地域課題の把握方法を整理した。 

 

4.2.1  各都県市が実施したケーススタディの結果概要  

(1) ケーススタディ分析の概要  

各都県市において実施された生活圏に関するケーススタディは以下について実施

されている。  

 日常行動圏の分析 

日常の暮らしに関する活動目的のうち、「日用品買物」及び「食事・社交等の私事

活動」を対象に、居住地とその活動目的地（施設集積地等）で形成される範囲を PT

データから把握したうえで、地域ごとにアクセス性や交通手段、施設の集積度（施設

密度）、人口規模といった行動圏の概要の整理を行っている。  

 

【日常行動圏の分析例】 

 

図 4-1 食事・社交等の日常行動圏の分析例（埼玉県小川町）  

  

施設立地ゾーン 
（小ゾーン） 

小川町を中心とした分析圏域（8 市町） 
（小川町、熊谷市、深谷市、東松山市、 

寄居町、鳩山町、嵐山町、滑川町） 

■埼玉県小川町の分析例 

（食事・社交等の日常行動圏） 

・小川町を中心とした分析圏域は 8 市町で構成され、熊

谷市、深谷市、東松山市に施設立地ゾーンがある。 

・小川町には施設立地ゾーンがなく、東松山市の施設立

地ゾーンを中心とする日常行動圏に含まれていることが分

かる。 

・東松山市の施設立地ゾーンを中心とする日常行動圏に

は、滑川町や嵐山町、鳩山町、寄居町が含まれる。 

日常行動圏
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 日常行動圏の階層性 

「食事・社交等の日常行動圏」では、その活動の目的（食事のメニューや活動内容

等）により、目的地を選択（最寄りの施設集積地以外のより施設集積度の高い地域な

ど）する場合が考えられるため、その関係性（階層性）を PT データから分析を行い、

地域ごとに日常行動圏の階層性を整理している。  

 

【日常行動圏の階層性分析の例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●：鉄道駅  

図 4-3 食事・社交等の日常行動圏（埼玉県入間市）  

拠点立地ゾーン 
（小ゾーン） 

入間市を中心とした分析圏域（6 市） 
（入間市、挟山市、所沢市、日高市、 

飯能市、瑞穂町） 施設立地ゾーン 
（小ゾーン） 

施設立地ゾーン 
（小ゾーン） 

■入間市を中心とした分析圏域の階層性 

・分析圏域内には入間市駅、武蔵藤沢駅、所沢駅、

飯能駅、東飯能駅、新挟山駅、金子駅付近などに

施設立地ゾーンが位置している。 

・分析圏域内の階層性における最上位の施設立地ゾ

ーンは所沢市の所沢駅を含むゾーンとなっている。 

・所沢市に入間市と挟山市が繋がっており、入間市に

飯能市が繋がっている。 

・瑞穂町は、分析圏域内では、上位階層の施設立地

ゾーンとのつながりは見られないが、鉄道ネットワークか

ら福生市（東京都）などの圏域に含まれている可能

性がある。 
図 4-2 日常行動圏の階層性の分析例（埼玉県入間市）  



4-3 
 

(2) ケーススタディ分析から見る暮らしの活動範囲の特徴  

各都県市で実施された 2 つの活動目的における日常行動圏のケーススタディ分析

結果から、各地域の日常行動圏の概要を比較することで、地域の特徴を整理した。  

 

 日用品の日常行動圏 

・日常行動圏の分析対象範囲である分析圏域に関し、都市部は人口が多く、面積が

狭いなど、コンパクトなまちが形成されているが、郊外部は、低密で圏域が広い

傾向を示している。  

・日常行動圏内の居住地から施設立地ゾーンへの交通手段は、都市部では、大半が

徒歩・自転車が占めているのに対し、郊外部では、自動車の分担率が高くなって

いる。 

・ただし、郊外部の日常行動圏においても、徒歩の分担率が一定程度存在しており、

日用品の買物では、徒歩での行動が地域によらず一定程度存在している。  

・また、日用品の日常行動圏における居住地から施設立地ゾーンへの移動時間（全

手段の平均所要時間）は、地域に関わらず 10 分程度となっている（郊外部は自

動車分担率が高いため、その距離は長くなる）。 

 

 食事・社交等の日常行動圏 

・特に郊外部で、いずれの施設立地ゾーンの日常行動圏に含まれない空白地域が存

在する分析圏域がみられる。  

・各分析圏域の面積や人口規模は、日用品買物の日常行動圏に比べ、広く・多くな

る傾向であり、食事・社交などの私事活動は日用品の買物に比べ活動範囲が広が

っていることが伺える。 

・日常行動圏内の施設立地ゾーンへのアクセス手段は、日用品買物の日常行動圏の

手段と大きく違わないが、郊外部も含め公共交通利用が増加しており、食事・社

交などの私事活動を行う施設立地ゾーンへのアクセスには、一定程度公共交通の

利用がみられる。  

・居住地から施設立地ゾーンへの移動時間（全手段の平均所要時間）は、地域に関

わらず 15 分程度となっている。 
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表 4-1 日用品買物の日常行動圏の比較  

  

東京都心 面積 人口 平均ｱｸｾｽ時間 施設密度

からの距離 （ha） （人） （分） （施設数/百ha）

(近い) 鉄道 14.3%

バス 4.9%

自動車 4.4%

自転車 18.6%

徒歩 57.7%

鉄道 13.0%

バス 3.0%

自動車 7.2%

自転車 27.6%

徒歩 48.2%

鉄道 20.6%

バス 2.3%

自動車 4.8%

自転車 23.4%

徒歩 48.8%

鉄道 11.2%

バス 0.6%

自動車 11.7%

自転車 29.3%

徒歩 46.5%

鉄道 18.1%

バス 3.2%

自動車 5.5%

自転車 23.9%

徒歩 49.2%

鉄道 5.4%

バス 0.8%

自動車 37.6%

自転車 13.6%

徒歩 41.6%

鉄道 3.7%

バス 0.5%

自動車 58.9%

自転車 12.0%

徒歩 24.3%

鉄道 7.9%

バス 3.7%

自動車 24.7%

自転車 19.7%

徒歩 43.2%

鉄道 0.7%

バス 1.1%

自動車 72.1%

自転車 4.0%

徒歩 20.6%

鉄道 0.8%

バス 1.1%

自動車 65.2%

自転車 10.7%

徒歩 21.6%

鉄道 3.0%

バス 1.4%

自動車 55.9%

自転車 6.8%

徒歩 31.5%

鉄道 1.7%

バス 1.1%

自動車 68.6%

自転車 8.8%

(遠い) 徒歩 19.7%

地域平均 33,019 732,284 22 18 0.056

※（ ）内は対地域平均、赤字は平均の1.5倍以上、青字は平均の0.5倍未満
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2

行動圏数
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表 4-2 食事・社交等の日常行動圏の比較  

 

  

東京都心 面積 人口 平均ｱｸｾｽ時間 施設密度

からの距離 （ha） （人） （分） （施設数/百ha）

(近い) 鉄道 15.0%

バス 5.4%

自動車 4.1%

自転車 22.0%

徒歩 53.5%

鉄道 18.0%

バス 5.7%

自動車 9.1%

自転車 21.8%

徒歩 45.1%

鉄道 25.8%

バス 6.0%

自動車 7.0%

自転車 16.4%

徒歩 44.4%

鉄道 11.4%

バス 2.9%

自動車 15.3%

自転車 28.1%

徒歩 42.0%

鉄道 17.1%

バス 5.5%

自動車 7.0%

自転車 25.4%

徒歩 44.7%

鉄道 5.8%

バス 1.9%

自動車 45.0%

自転車 12.2%

徒歩 33.9%

鉄道 4.2%

バス 0.6%

自動車 53.6%

自転車 12.5%

徒歩 28.5%

鉄道 15.5%

バス 7.2%

自動車 15.9%

自転車 15.0%

徒歩 45.8%

鉄道 1.8%

バス 0.7%

自動車 74.5%

自転車 4.7%

徒歩 16.6%

鉄道 1.2%

バス 1.5%

自動車 66.5%

自転車 11.8%

徒歩 18.4%

鉄道 5.7%

バス 7.4%

自動車 38.6%

自転車 14.8%

徒歩 32.2%

鉄道 1.8%

バス 0.5%

自動車 63.1%

自転車 12.3%

(遠い) 徒歩 21.6%

地域平均 44,929 1,041,731 23 10 0.023

※（ ）内は対地域平均、赤字は平均の1.5倍以上、青字は平均の0.5倍未満
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(0.26)
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東京都

練馬区
14

14

さいたま市
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(3.90)

28
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4.2.2  日常行動圏分析を通じた暮らしの範囲の把握  

(1) 現状の暮らしの範囲（生活圏）の把握  

・日常行動圏の分析結果から、各活動目的の居住地と主な活動目的地を把握可能で

あることが確認された。また、活動目的ごとに日常行動圏が異なっており、居住

者は活動目的ごとに主な活動目的地が異なっていることが把握できた。  

・このため、暮らしに必要な日常行動圏を把握することで、各居住地の暮らしの範

囲（生活圏）を把握できるものと考えられる。  

 

 
 

 

図 4-4 日常行動圏の重ね合わせによる生活圏の範囲（イメージ）  

 

・また、「食事・社交等の日常行動圏」の階層性分析から、より高度な都市機能を

有する施設立地ゾーンに向かう事が把握可能であり、生活圏の検討において考慮

することが必要と考えられる。  

 

  

現在の生活圏の範囲 
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(2) 日常行動圏の特徴にみる生活圏を検討する上での留意点  

・暮らしに必要な日常行動圏を重ね合わせることで、生活圏の範囲を把握すること

ができるが、地域により主な利用手段や範囲が異なる他、郊外部では施設密度が

低く、地域の居住人口も都市部に比べ少なくなっており、地域ごとに行動のしや

すさに違いが生じているものと考えられる。 

・このため、生活圏を検討する上では、行動範囲の把握だけでなく、以下に示す行

動のしやすさも把握することが必要と考えられる。 

 

表 4-3 生活圏の検討を行う際に確認すべき現状把握指標  

評価視点 現状把握指標 

外出のしやすさ 
・外出率 

・活動（外出）時間 

移動のしやすさ 
・トリップ原単位（ネット） 

・立寄り率 

自動車以外の手段の 

利用のしやすさ 

・公共交通分担率 

・徒歩外出率 
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(3) これからの生活圏の検討を行う上での留意点 

・我が国全体で、人口減少・高齢化が顕在化しており、東京都市圏においても高齢

化の進展や居住人口の減少が避けられない。 

・人口減少や高齢化が進展した場合、現在形成されている生活圏の範囲が変化する

ことは避けられず、地域の変化に合わせた生活圏の範囲の見直しを進めていくこ

とが必要である。 

・このため、地域の人口動向や地域の将来像などを踏まえ、将来の生活圏の範囲を

見直ししていくことが必要である。 

 

【現在の日常行動圏を踏まえた生活圏と捉えられる範囲】 

 

 

 

【将来の生活圏像】 

 

図 4-5 日常行動圏を踏まえた新たなライフスタイルを支える生活圏（イメージ）  

  

施設や居住地の集約 

交通サービスの改善 

Kaizen 
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4.2.3  暮らしの範囲（生活圏）の捉え方  

ここまで検討した生活圏を捉えるための分析項目を体系的に整理すると以下の通

りとなる。 

なお、次ページ以降に PT データから把握できる「日常行動圏」の分析手法を中心

に生活圏の分析方法及び分析にあたっての留意点を整理する。  

 

① PT データから暮らしの行動範囲を把握する 

・暮らしに必要な活動（目的）における日常行動圏  

⇒居住地と活動目的ごとの行動範囲が把握できる  

必要な活動目的の行動範囲を包含するエリアが暮らしの行動範囲（生

活圏）と捉えられる  

■課題 

・顕在化している行動範囲は把握できるが、移動のしやすさが考慮され

ていない。（例：活動目的となる施設が限定的で行かざるを得ないなど） 

 

 

② 暮らしの行動範囲における活動のしやすさを把握する 

・日常行動圏や生活圏の活動のしやすさを指標を用いて検証する  

⇒「外出率」、「平均ﾄﾘｯﾌﾟ回数」、「公共交通分担率」等の指標から現状

の活動のしやすさを把握できる  

生活圏全体や生活圏内の居住地（ゾーン）ごとに現在の活動状況が把

握でき、活動のしやすさを把握することができる。  

■課題 

・東京都市圏郊外部の日常行動圏では、活動を支える居住者が少なく、

施設密度も低いなど、今後の社会情勢に応じた適切な生活圏の範囲の

見直しが必要  

 

 

③ 将来の暮らしの行動範囲（生活圏）を検討する 

・人口動向や地域の将来像を基に将来の生活圏の範囲を検討する  

⇒自治体が策定している立地適正化計画や地域公共交通計画などにお

ける地域の将来像や将来人口動向を踏まえた活動範囲の検討が必要  
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4.2.4  PTデータによる生活圏の分析方法  

(1)  日常行動圏の分析手順（概略） 

PT データから日常行動圏を把握するための分析手順を以下に示す。  

 

 

図 4-6 日常行動圏の分析手順  
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(2) 日常行動圏の分析のポイント 

地域の日常行動圏を把握するためには、いくつかの設定が必要となる。設定にあた

ってのポイントと共に以下に示す。  

 

1) 活動目的の設定 

・日常行動圏は、活動目的ごとに異なるため、分析する活動目的を設定する。設定す

る活動目的は、まちづくりにおいて高めたい都市サービスを念頭において設定する。 

・設定する活動目的は、パーソントリップ調査で設定されている目的（下枠内参照）

から選択する。活動量の少ない目的はデータ量が少なくなり統計上の精度が低くな

るため、概ね同一の地域（施設立地ゾーン）で行われる目的は合算して設定する。 

 

■パーソントリップ調査で把握される目的のうち日常行動圏の活動目的と考えら

れる目的 

①買物（日用品）、②買物（買回り品）、③食事・社交、④文化活動、⑤通院、⑥デ

イサービス、⑦送迎、⑧通学、⑨その他私事活動（行政手続き、銀行・郵便手続き

等）など 

※地域の実情に合わせて必要な目的を選定する。 

 

2) 活動目的の設定 

・日常行動圏の分析を行うにあたり、分析対象とする圏域（市区町村単位）を設定す

る。これは、日常行動圏が複数の市区町村にまたがっている可能性があるため、あ

らかじめ対象とする市区町村と日常的な結びつきが強い範囲を把握し、この範囲を

分析対象（以降「分析圏域」とする。）とする。 

・分析圏域は、先に設定した活動目的の OD データ（市区町村単位）を用い、つなが

りの強さから設定する。つながりの強さは、設定する目的や地域の実情に合わせて

設定し、次ページ表の圏域設定の基準等を適用する。 
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図 4-7 分析圏域の設定イメージ  

 

表 4-4 分析圏域の設定の参考となる圏域設定の基準  

活動目的 参考となる圏域 基準例 

買物・社交・食事等 商圏 5％圏域（3 次商圏） 

通学 学区 公立の高等学校の受験可能範囲 

通院 医療圏 2 次医療圏 

 

3) 施設立地ゾーンの設定  

・分析圏域に続き、施設立地ゾーンを設定する。範囲は分析圏域内の全域を対象とす

る。 

・施設立地ゾーンは、設定した活動目的を行う場所であるため、当該目的を行う施設

が立地又は集積しているゾーンを選定する。 

・設定する施設は、立地適正化計画の検討の際に考慮する施設（都市機能誘導区域へ

の誘導が求められる「都市機能増進施設」）などを参考に設定する。 

・施設立地ゾーンの選定にあたっては、自治体が施設等の集積を進めている区域（都

市機能誘導区域等）や既に一定の施設集積や規模の大きな施設が立地している区域

などが含まれるゾーンなど、地域の実情に応じて選定する。 

 

 

  

※数値は、つながりの強さ（市町

村間トリップ数の発生量に占

める割合） 
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(3) 日常行動圏を踏まえた生活圏の範囲  

PT データから把握される日常行動圏から生活圏を捉えるには、日常の暮らしに必

要な活動（提供すべきサービス）が概ね網羅される範囲とすることがポイントである。 

これらの活動目的ごとの日常行動圏を下図に示すように重ね合わせることで、地

域住民の様々な日常行動圏が把握でき、これらを包含する範囲を生活圏と捉えるこ

とができる。 

 

 
 

 

図 4-8 日常行動圏の重ね合わせによる生活圏の範囲（イメージ）（再掲）  

  

現在の生活圏の範囲 
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(4) 生活圏の利便性を向上させる方策の検討  

生活圏を捉えたうえで、活動目的ごとの日常行動圏を分析することにより、生活圏

の利便性を向上させる方策の端緒をつかむことができる。 

以下に示すように、日常行動圏としての居住地と施設立地ゾーンのつながりや空

白地域を把握することで、公共交通サービスや土地利用・施設誘導などに関する課題

が把握でき、各目的の活動を行うにあたっての課題を総合的にとらえることで、地域

全体の課題が捉えられる。 

 

表 4-5 日常行動圏分析による課題把握（イメージ）  

日常行動圏の分析による課題把握例 対応する施策例 

 

■公共交通サービス 

・以下のような地域間への公

共交通サービスを検討 

①空白地域⇔最寄の施設立

地ゾーン 

②日常行動圏内の施設立地

ゾーン⇔居住地間で十分な

サービスが提供できていな

い区間 

 

■施設誘導 

・施設の立地が限定的で集客

力が低い地域であるが、公

共交通などのアクセス性が

高い地域への施設誘導 

 

■土地利用の見直し 

・アクセス性が脆弱かつ人口

減少地域などは、土地利用

の見直しの検討対象となる 

(例：居住誘導区域の対象か

らの除外) 
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4.2  生活圏の手引き作成 

前節までに検討した生活圏に関する検討結果をもとに、手引きを取り纏めた。 

手引きは「本編」、「資料編」を作成している。各資料の主な記載内容は以下のとお

りである。 

(1)  本編 

本編は以下の内容で構成している。 

 

・属性別の暮らしの外出行動に見るこれからの生活圏づくりに必要な施策 

都市交通ビジョンで提案された「新たなライフスタイルを支える生活圏の形成」を

踏まえ、子育て層や高齢者、現役世代などの暮らしの行動に関する特徴を PT データ

の分析結果から整理し、これからの生活圏を検討する上で考慮が必要なライフスタ

イルを整理し、これに資する施策を示している。  

 

・日常行動圏を踏まえた生活圏の捉え方 

PT データに基づく日常生活行動の実態を踏まえた生活圏の範囲の捉え方などにつ

いて具体的な分析手法やケーススタディ分析の結果などを整理している。  

 

・日常行動圏を踏まえた生活圏の捉え方 

これからの生活圏を検討する上で考慮すべき施策を検討する上で、PT データから

把握できる地域の現状についてその分析方法を分析例を用いて示している。  

 

(2)  資料編 

資料編は以下の歌謡で構成している。  

 

・日常行動圏の具体的な把握手法 

PT データ（マスターデータ）を用いて日常行動圏を把握する手順及び分析例に示

される徒歩外出率の算出に関する具体的な手順を示している。  

 

・現況把握指標 

生活圏を検討する上で参考とすべき現況把握指標について、都市圏内の市区町村

別集計した結果を示している。資料編にはランキング（上位 10 市区町村）を示して

いる。 

・ケーススタディの結果 

各構成団体が実施した生活圏に関するケーススタディの結果（日用品買物、社交・
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娯楽それぞれの日常行動圏など）を示し、これらを地域ごとに比較した時に見える日

常行動圏の特徴を整理している。  

また、日常行動圏の分析を行う際に設定する分析圏域を対象に、現況と将来の人口

変動を整理している。  

 

・外出に影響を与える要因の分析結果（参考） 

また、参考として補完調査結果から分析した、外出に影響を与える要因の分析（共

分散構造分析）の分析概要及び結果（パス図）を示している。  

 

上記の内容で作成した手引きを次ページ以降に示す。  
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4.2.1  手引き 
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4.2.2  資料編 
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